
令和７年度実施 大網白里市住民協働事業 成果報告書 

 

事 業 名 フリーランス塾（働き方と法）事業 

事 業 主 体 
実施団体 市（関係課） 

大網社会法研究会 商工観光課 

 

事 業 費 
予算額 決算見込額 市補助金額（交付確定額） 

300,000 円 273,102 円 273,000 円 

 

【 ①目的・課題について 】 

 次の事項がわかるように、事業概要を記入してください。 

 〇どのような地域課題（行政課題）、住民ニーズに対して、 

 〇いつ  〇どこで  〇誰を対象に  〇どんなことを  〇どのような方法で実施したか。 

本市の重要な行政課題として、「地域経済の活性化」を挙げることができる。この課題

を克服するためには、地域住民に「フリーランス」という働き方について学習を促し、基

本的法制度を理解してもらうことが必要である。そうしたことから、「フリーランス」と

いう働き方が、今後、本市住民共通のニーズになっていく可能性が高い。しかしながら、

全国の住民協働事業を見渡しても、「フリーランス」という働き方を住民協働事業の中に

組込んでいる自治体を見つけ出すことは難しい。あまりにも先進的でかつ専門的なテーマ

すぎるからである。このような状況下にあって、当団体の活動に理解を示す「フリーラン

ス」研究の専門家が住民協働事業の中で指導に協力してくれることとなった。そこで、当

団体は全国の自治体に先駆けて、「フリーランス塾」（働き方と法）事業を実践することと

した。 

 

① いつ 第 1 回令和 7 年 6 月 21 日（土）、第 2 回令和 7 年 10 月 4 日（土）、第３回令和

８年 2 月 4 日（土）いずれも 14 時から 17 時まで 

② どこで 中央公民館 

③ 誰を対象に 大網白里市住民及びテーマに関心を持つ者 

④ どんなことを 専門的知識を有する講師による「フリーランス塾」の開催 

⑤ どの方法で  「フリーランス塾」へ直接参加させる機会を提供する実施するという

事業計画を企画した。 

 

 

 

 

 



【 ②企画・効果 】 

 次の事項がわかるように、成果を記入してください。 

〇事業の内容が具体的で目標達成に向けて適切だったか。  

〇協働で行うことでどのような効果が得られたか。   

〇住民の満足度は得られたか。 〇他の団体との連携や協力により効果をあげたか。 

〇事業を行うことで、市民や地域、他の団体への波及効果（広がり）はあったか。 

本市の地域経済の活性化のためには、事業発注者及び受注者の双方が「フリーランス」

という働き方の学習が不可欠であるため、地域協働事業の内容とすることは適切な選択で

あると思われる。団体の活動が行っている公民館活動では、各回の参加人数は 2～3 名と

低調であった。今回事業で、平均 15 名程度の参加者を集めることができたのは、協働事

業の効果として受取ることができるであろう。 

また、参加者アンケートより、①「今後も、フリーランスという働き方について検討す

る機会を積極的に設けるべきである」（9 名）、②「今後の会社経営のためには、フリーラ

ンスという働き方について積極的に理解することが不可欠である」（8 名）という結果が

示されていた。さらに、今後は、「フリーランスの法的保護」について学びたい（8 名）

という回答が多く、参加者に一定の期待感を与えたといえそうである。 

一方、商工会、郵便局、農協などの団体にも、リーフレットを持参し対面で事業目的を

説明し参加を依頼したが出席者は皆無であった。また、団体としては、開催案内の方法と

して、リーフレット、ホームページ、インスタグラムを活用したが、問合せすらほとんど

なくその効果はほとんど見られなかった。 

 

 

協働による効果について、自己評価（）をしてください。自己評価の理由もあれば記入

してください。 

団  体 市（関係課） 

□ 効果があった 

☑ 概ね効果があった 

 □ あまり効果はなかった。 

（理由） 

参加者アンケート結果よる。 

□ 効果があった 

 ☑ 概ね効果があった 

 □ あまり効果はなかった。 

（理由） 

 

 

 



【 ③実行力 】 

団体と市の役割分担について、実際に担った役割を記入してください。 

団体の役割 市（関係課）の役割 

① 事業の企画立案 

② 講師依頼等 

③ リーフレット作成・配布等（配布は市の

協力あり） 

④ 参加者管理（受付・参加者名簿作成） 

⑤ 事業費用管理 

⑥ 会場設営（市と協働） 

 

 

 

 

 

 

・会場の予約や備品の貸出など 

・事業の周知を広報紙、ホームページ、市

内の公共施設等にてチラシ配布など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、その役割分担は適正であったかについて、自己評価（）をしてください。自己評

価の理由もあれば記入してください。 

団  体 市（関係課） 

□ 適正であった 

 ☑ 概ね適正であった 

 □ あまり適正でなかった 

（理由） 

役割分担については適切で支障は見られな

かった。 

 

 

□ 適正であった 

 ☑ 概ね適正であった 

 □ あまり適正でなかった 

（理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 事業スケジュールについて、当初の計画と実際に実施した内容（実績）を詳細に記入し

てください。 

当初の計画 実   績 

協働事業として、以下の 3 回の「フリーラ

ンス塾」の開催を計画した。 

 

① 第 1 回「フリーランス塾」令和 7 年 6 月

21 日（土）14 時から 17 時（森崎めぐみ

講師）テーマ『意外なところにフリーラ

ンスが？！』誰でもなれてしまうアイド

ル・キャラクターの危険」 

② 第 2 回「フリーランス塾」令和 7 年 10

月 4 日（土）14 時から 17 時（田中建一

講師）「『農林業フリーランスと労働法』

～災害補償を中心に～」 

③ 第３回「フリーランス塾」令和８年 2 月

4 日（土）14 時から 17 時（鎌田耕一講

師）「スキマバイト（スポットワーク）

とは何か～実態、法規制と未来像～」 

左記の「フリーランス塾」を計画し、計画

どおりの事業がほぼ予定どおり実施され

た。 

 

 また、当初の計画と実績をみて、事業スケジュールの組み立ては妥当であったかについ

て、自己評価（）をしてください。自己評価の理由もあれば記入してください。 

団  体 

□ 適正であった 

 ☑ 概ね適正であった 

 □ あまり適正でなかった 

（理由） 

反省点としては、１回目と２回目のリーフレットの作成が遅れてしまい、配布から開催ま

での期間が短くなってしまい参加検討の時間を確保できなかった。 

 

 

 

 

 



【 ④継続性 】 

 住民協働事業により「人・もの・情報・スキル」等、団体の活動基盤が強化した点や活

性化した点について記入してください。 

（例：〇〇を購入したことにより〇〇のスキルが上がり、効率的に活動できた。〇〇活動

により団体の認知度が高まり、参加者が増えるとともに会員も増えた。） 

 また、２年目、３年目の事業については、１年前、２年前と比べて、事業を継続したこ

とで得られた効果も記入してください。 

本市の広報における住民協働事業のコーナーで、団体の地域協働事業に関する活動が紹

介された。結果的に、平均 15 名程度の参加人数を得ることができた一因に挙げることが

できそうである。その他の協働事業の具体的効果は、現在のところ、見ることができない

ため、今後に期待している。 

また、次年度の事業継続のための市との意見交換の中でも、本年と同じように講座を開

催し、講座の難易度を上げるだけでは、地域住民からの賛同は得られにくいであろうとの

意見が出された。さらに、費用対効果の観点から、参加者を増加させるべきであるとの意

見も見られた。確かに、参加者人数については検討の余地はあろうが、今回のような講座

実施の場合は参加の適正人数をどのように考えるべきは単純ではなくそう簡単ではない

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

また、その結果について、自己評価（）をしてください。自己評価の理由もあれば記入

してください。 

団  体 

□ 強化、活性化した 

 ☑ 概ね強化、活性化した 

 □ あまり強化、活性化しなかった 

（理由） 

教育的効果としては、見えてわかりやすい即効的効果と目に見えにくい遅効的効果の２

つ効果が想定できるが、本事業では後者の効果に期待を託することの方が主流とならざる

を得ないであろう。 

 

 



【 ⑤必要性 】 

 団体と市が協働することで、行政サービスの充実・効率化等につながったか、協働によ

る効果について記入してください。また、協働事業として実施し、良かった点や問題点等

について記入してください。 

団  体 市（関係課） 

市との協働事業として役割分担した結

果、会場手配、備品の利用申し込みなどス

ピーディであり、協働効果が遺憾なく発揮

された。また、教育委員会からの小学校、

中学校など公的教育機関へのリーフレット

配布もスムーズであり協力体制が徹底され

ていた。 

 

 

 

団体と市が協働することで、幅広く周知

ができ、より多くの方に団体の活動内容が

周知できたと思います。 

 

 

 

 

  

また、その協働による効果について、自己評価（）をしてください。自己評価の理由も

あれば記入してください。 

団  体 市（関係課） 

☑ 効果があった 

 □ 概ね効果があった 

 □ あまり効果はなかった。 

（理由） 

上記のとおり 

□ 効果があった 

 ☑ 概ね効果があった 

 □ あまり効果はなかった。 

（理由） 

 

 

 


